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ACS高度コ ン ソール ・ サーバー用

DSView 3ソ フ ト ウ ェ ア ・ プ ラグイ ン

ACSコ ン ソ ール ・ サーバー用DSView® 3管理 ソ フ ト ウ ェ ア ・ プ ラ グ イ ンは、 DSView 3 ソ  
フ ト ウ ェ アか らACSコ ン ソール ・ サーバーへのア ク セ ス、 構成、 管理を可能に し ます。
本書に記載する情報は、 DSView 3のヘルプおよびCyclades® ACSの 「イ ン ス ト レーシ ョ   
ン、 管理およびユーザー ・ ガ イ ド」 に対する補足をなすも のです。 特定の機能に関する
詳細については、 該当する製品マニ ュ アルを参照し て く だ さい。  

操作を開始する前に

• ACSコ ンソ ール ・ サーバー ・ プラ グイ ンは、 DSView 3ソ フト ウ ェ アに事前にイ ンス ト ー 
ル さ れています。 なお、 こ のプ ラ グ イ ンの新バージ ョ ンが提供さ れてい る場合があ
り ますので、 必要に応じ て、 DSView 3のヘルプ （キーワー ド ： プ ラ グ イ ン） の指示 
に従 っ て最新版 を イ ン ス ト ール し て く だ さ い。 ネ ッ ト ワ ー ク 内の各ハブ ・ サー
バー、 ス ポー ク ・ サーバーのすべてにプ ラ グ イ ンが イ ン ス ト ール さ れてい る こ と を
確認し て く だ さい。

• ACS コ ン ソール ・ サーバー ・ プラ グ イ ンのバージ ョ ン 1.3.0以降では、 1つのプラ グ イ
ン で1ポー ト 、 4ポー ト 、 8ポー ト 、 16ポー ト 、 32ポー ト 、 48ポー ト のACS コ ン ソ ー
ル ・ サーバー ・ モデルをサポー ト し ています。

• ACSコ ンソ ール ・ サーバー ・ プラ グイ ン3.3.0を操作する には、 DSView 3ソ フト ウ ェ ア ・  
バージ ョ ン3.6.0.159が必要です。 10個または20個のコ ンセン ト を装備し たアボセン ト
PM 1000、 2000、 お よ び3000 PDU を サ ポー ト す る には、 DSView 3 ソ フ ト ウ ェ ア ・    
バージ ョ ン3.7.1が必要です。  

• DSView 3ソ フト ウ ェ アに統合する には、 ACSコ ンソ ール・ サーバー・ ファ ームウ ェ ア 
のバージ ョ ン3.0.0以降が必要です。 フ ァ ーム ウ ェ アのバージ ョ ン3.3.0以降をお勧め
し ます。 コ ン ソ ール ・ サーバーのア ッ プグ レー ド が必要な場合、 手順説明について
はCyclades ACSの 「イ ン ス ト レーシ ョ ン、 管理およ びユーザー ・ ガ イ ド」 を参照 し 
て く だ さい。

• プラ グイ ンの追加ま たは管理には、 DSView 3ソ フト ウ ェ アの管理者アク セス 権が必要 
です。  

• 本マニュ アルにある 任意の手順を実行する には、 DSView 3管理ソ フト ウ ェ アのユニッ  
ト 画面で該当するACS コ ン ソ ール ・ サーバーを選択し ます。 一部の手順では、 ACS
コ ン ソール ・ サーバーに接続さ れてい る該当の ターゲ ッ ト ・ デバイ ス を選択する必
要があ り ます
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注 ： ACSコンソール ・ サーバー ・ プラグインのほとんどの画面には、 「保存」 と 「要フラ ッシュ」 の2つのボ

タンがあります。 「保存」 ボタンは、 構成の変更内容をDSView 3サーバーのデータベースおよびACSコンソー

ル ・ サーバーのRAMに保存します。 「要フラ ッシュ」 ボタンは、 変更内容をACSコンソール ・ サーバーのフ

ラッシュ ・ メモリー ・ カードに恒久的に保存します。

構成ツール

以下の表に示すタ ス ク を実行するために、 ACSコン ソール ・ サーバー ・ プラグインは
DSView 3管理ソフ ト ウェア ・ ツールと統合されています。 これらのツールには 「ユニッ
ト概要」 ページからアクセスできます。

 表 1 ： 構成ツール

アプライアンス／ツール 詳細

名前 ACSコンソール ・ サーバーの名前を変更します。 英数文字、 ハイフン （-） ま

たはアンダースコア （_） のみを使用します。

タイプ 編集不可のフ ィールド。 ACSコンソール ・ サーバーのタイプを表示します。

再起動 すべてのアクテ ィ ブ ・ セッシ ョ ンを終了してコンソール ・ サーバーを再起動

します。

フ ァームウェアのアップ

グレード

DSView 3ソフ トウェア ・ サーバーを介してフ ァームウェアをアップグレード

します。 DSView 3サーバーのフ ァームウェ ア ・ レポジ ト リ内に、 有効なフ

ラ ッシュ ・ フ ァイルが存在している必要があります。

再同期 ACSコンソール ・ サーバーと接続されているターゲッ ト ・ デバイス内の構成

情報をDSView 3サーバーのデータベースと同期します。

電源装置の管理 ACSコンソール ・ サーバーと ターゲッ ト ・ デバイスに接続されている電源装

置の構成および管理を行います。

ア プ ラ イ ア ン ス ・ セ ッ

シ ョ ン

ACSコンソール ・ サーバーのLinuxコマン ド ・ ラ インへのSSH接続を使って

ビューアを起動します。 ターゲッ ト ・ デバイスとのシリアル ・ セッシ ョ ンに

使用するアプ リケーシ ョ ンを指定できます。 オプシ ョ ンについては、 プロ
ファイル → アプリケーシ ョ ン → シリアル ・ セッシ ョ ン の順に選択します。

構成の保存 ACSコンソール ・ サーバーの構成データをDSView 3サーバー ・ データベース

にバッ クアップします。 DSView 3サーバーから、 設定ファイルのバッ クアッ

プのためのファイル名を入力するよう指示があります。  

構成の復元 前に保存した構成を復元します。 DSView 3サーバーの設定ファイルのレポジ

ト リ内に、 有効な設定ファイルが存在している必要があります。

構成をフラッシュに保存 ACSコンソール ・ サーバーの構成データをフラッシュ ・ メモリーに保存します。
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ACSコ ン ソール ・ サーバーのプロパテ ィ

次の表に記載のプ ロパテ ィ を、 「ユニ ッ ト IDプ ロパテ ィ 」 のページか ら変更する こ と が
でき ます。

プロパテ ィ を表示または変更するには ：

1. 「ユニ ッ ト 」 タブから、 構成するACSコ ン ソール ・ サーバーを選択し ます。

2. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーの プロパテ ィ  を ク リ ッ ク し ます。

3. 希望する プロ パティ を変更し ま す。 保存 をク リ ッ ク し て、 閉じ る  をク リ ッ ク し ま す。

アクセス権

ACSコ ン ソール ・ サーバー ・ プ ラ グ イ ンは、 ア ク セス特権を管理する ため、 DSView 3 ソ 
フ ト ウ ェ アの ラ イ セン ス機能 と 統合されています。 DSView 3サーバーは、 管理対象 と な 
るデバイ スにア ク セ ス権を割 り 当て る ほか、 ACSコ ン ソール ・ サーバー ・ プ ラ グ イ ン を
使用し て コ ン ソール ・ サーバーの特定の機能へのア ク セス を管理し ます。 管理者は、 以
下のタ ス クへのユーザーまたはグループのア ク セス を管理する こ と ができ ます。

• ユニ ッ ト 情報の参照

• アプラ イ アン スの再起動と セ ッ シ ョ ンの接続解除

• コ ン ソール ・ サーバーのフ ラ ッ シ ュ ・ ア ッ プグレード

• ユニ ッ ト 設定の構成

• ビ ューア ・ セ ッ シ ョ ンの確立

• ターゲ ッ ト ・ デバイ スの電源制御

• データ ・ ロ グの表示

 表 2 ： プロパテ ィ 構成 

プロパテ ィ 詳細

ID 資産管理に使用する こ とができる ID プロパテ ィ 。

ロケーシ ョ ン コ ン ソール ・ サーバーの物理的な場所の情報。

連絡先 コ ン ソール ・ サーバーの第 １ 管理者および第 2 管理者の連絡先。 これらの管理者は

ユニ ッ ト で問題がある と通知を受ける こ とにな り ます。

カス タム ・ フ ィ ールド 3 つのカス タム ・ フ ィ ールド。 これに特定の情報を指定する と、 ACS コ ン ソール ・

サーバーのネ ッ ト ワーク上での確認がさ らに容易にな り ます。

メ モ コ ン ソール ・ サーバーに関する追加コ メ ン ト 。 た と えば、 ユニ ッ ト の説明または関

連する経費別部門など。

ネ ッ ト ワーク ACS コ ン ソール ・ サーバー ・ アプ ラ イアンスの静的 IP ア ド レス と DSView ソ フ ト

ウ ェ ア ・ サーバーの IP ア ド レス。
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ア クセス権を構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで ア ク セス権 を ク リ ッ ク し ます。

2. 「ユーザー」 および 「ユーザー ・ グループ」 ウ ィ ン ド ウ か ら値を選択し ます。 ア ク
セス権マ ト リ ッ ク スによ って各機能に適し たデフ ォル ト 値が表示されます。

希望する ユーザーま たはユーザー ・ グループが表示さ れない場合は、 リ ス ト の編集
を ク リ ッ ク し て く だ さ い。 ユーザーま たはユーザー ・ グループを 「利用可能」 ダ イ
ア ロ グ ・ ボ ッ ク スから 「更新する一覧」 ウ ィ ン ド ウに加え、 OK を ク リ ッ ク し ます。

3. ア ク セス権を有効または無効にし ます。 以下のオプシ ョ ンが利用可能です ：

• 許可する  － ユーザー／グループに対し てア ク セス権が許可されます。

• 拒否する  － ユーザー／グループに対する ア ク セス権が拒否されます。

• 引継ぎ － ア ク セス権は、 選択し たユーザー／グループが属するユニ ッ ト から引  
き継がれます。 引継ぎ が選択 さ れる と 、 「許可する」 と 「拒否する」 はグ レー 
表示にな り 使用でき な く な り ます。  

チェ ッ ク ボ ッ ク スに1つもチェ ッ ク がない場合、 そのア ク セス権は許可で も拒否で も
な く な り ます。

ACSコ ン ソール ・ サーバーの構成

DSView 3 ソ フ ト ウ ェ アを使用し て以下のACSコ ン ソール ・ サーバーの設定を構成する こ 
と ができ ます。

• ネ ッ ト ワーク ・ パラ メ ーター

• 認証方法と DSView 3ソ フ ト ウ ェ ア認証サーバー

• ACSコ ン ソール ・ サーバーのWebマネージ ャーの有効／無効

• SNMP ト ラ ッ プ、 Syslogまたはシステム ・ イベン ト の構成

• ACSコ ン ソール ・ サーバー ・ ポー ト の構成

• 電源装置の構成と ターゲ ッ ト ・ サーバーでの電源管理

• データ ・ ロ グの構成

ネッ ト ワーク ・ パラ メ ータ ー

デュ アル ・ ス タ ッ ク ・ ホ ス ト と し て、 1つのACSコ ン ソール ・ サーバーでIPv4用に構成さ
れたサーバー と IPv6用に構成されたサーバーの両方を管理でき ます。

注 ： IPv6またはDNSのア ド レスを構成するには、 ACSコ ン ソール ・ サーバーにバージ ョ ン3.2.0以降のフ ァーム

ウ ェ アが必要です。

ネ ッ ト ワーク ・ パラ メ ーターを構成するには ：

1. ACSコ ンソ ール・ サーバーを選択し てから 、 サイ ド ・ ナビゲーショ ン・ バーで アプラ  
イ アンス の設定 → ネッ ト ワ ーク  をク リ ッ ク し ま す。
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2. （ オプショ ン） アプラ イ アンス でIPv4を有効にし 、 構成する には、 IPv4の構成 を選択 
し ま す。

a. IPv4を有効にする  を選択し ます。

ア ド レ ス を定義する には、 静的 （ユーザー定義）  を選択し ます。 各フ ィ ール ド 
にIPv4のア ド レ ス、 サブネ ッ ト ・ マス ク、 ゲー ト ウ ェ イ を入力し ます。
－または－
DHCPサーバーか ら 値を取得す る には、 DHCP を選択 し ます。 ア ド レ ス、 サブ 
ネ ッ ト 、 ゲー ト ウ ェ イが自動で入力されます。

b. 保存 を ク リ ッ ク し ます。

3. （ オプショ ン） アプラ イ アンス でIPv6を有効にし 、 構成する には、 IPv6の構成 を選択 
し ま す。

a. IPv6を有効にする  を選択し ます。

b. プラ グイ ンでアプラ イ アンス を自動構成する には、 ス テート レ ス 構成のみ を選択 
し ま す。
－または－
ア ド レ ス を定義する には、 静的 （ユーザー定義）  を選択し ます。 各フ ィ ール ド 
にIPv6のア ド レ ス、 プレ フ ィ ッ ク ス、 ゲー ト ウ ェ イ を入力し ます。
－または－
DHCPサーバーか ら 値を取得す る には、 DHCP を選択 し ます。 ア ド レ ス、 サブ 
ネ ッ ト 、 ゲー ト ウ ェ イが自動で入力されます。 DHCPサーバーか ら サーバー名を
取得するには DNS を、 ド メ イ ン名を取得するには ド メ イ ン  を選択し ます。

c. 保存 を ク リ ッ ク し ます。

4. （オプシ ョ ン） ACS コ ン ソール ・ サーバーに 2 つの DNS サーバーを構成するには、
DNS を選択し ます。

a. サーバーのア ド レ ス を定義する には、 静的 （ユーザー定義） を選択し ます。 各
フ ィ ール ド にIPv4またはIPv6のア ド レ ス を入力し ます。

－または－
DHCPサーバーか ら サーバーのア ド レ ス を取得するには、 DHCP を選択し ます。  
ア ド レ スが自動で入力されます。

b. 保存 を ク リ ッ ク し ます。

5. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

ACSコ ンソ ール・ サーバーのネッ ト ワ ーク 設定に変更を行った場合は、 必ず、 ユニッ ト  → 
プロ パティ  → ネッ ト ワ ーク  を順に選択し て、 ユニッ ト のネッ ト ワ ーク ・ プロ パティ を更   
新し てく ださ い。  

IPア ド レスを未構成のACSコ ン ソール ・ サーバーにプ ッ シュするには ：

新 し いACS コ ン ソ ール ・ サーバー を 追加す る 場合、 AIDP （Avocent Install and Discover   
Protocol） に よ っ て、 DSView 3 ソ フ ト ウ ェ アがDHCP を使用 し た り 、 静的なIPv4 ま たは 
IPv6ア ド レ ス を未構成のアプラ イ アン スに割 り 当て る こ と ができ ます。
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1. 「アプラ イ アン スの追加」 ウ ィ ザード で、 アプラ イ アン ス ・ タ イプの指定 の下でア 
プラ イ アン ス を選択し て、 次へ を ク リ ッ ク し ます。

2. ACS コ ン ソール ・ サーバーにIPア ド レ スが指定されていない場合は、 いいえ、 ACSは
まだ構成されていません を選択し、 次へ を ク リ ッ ク し ます。

3. IPv4 を選択し て、 ACSコ ンソ ール・ サーバーにIPv4アド レス を割り 当てます。 各フィ ー 
ルド にIPv4のアド レス と サブネッ ト ・ マス ク を入力し ます。 アド レス を定義する には、
静的 を選択し 、 オプショ ンで該当する フィ ールド にゲート ウ ェ イ を入力し ます。 DCHP 
サーバーから アド レス を取得する には、 DCHP を選択し ます。

－または－

IPv6 を 選択し て、 ACSコ ン ソ ール・ サーバーにIPv6ア ド レ ス を 割り 当て ま す。 メ  
ニュ ーから 、 マルチキ ャ ス ト ・ メ ッ セージ の到達範囲を 選択し ま す。 静的 を 選択 
し 、 各フ ィ ールド にIPv6のアド レ ス 、 プレ フ ィ ッ ク ス 長、 オプショ ンでゲート ウ ェ イ
を入力し ま す。 DCHPサーバーから アド レ ス を取得する には、 DCHP を選択し ま す。

4. 画面上の手順説明に従って、 「アプラ イ アン スの追加」 ウ ィ ザード を終了し ます。

ダイ ヤルアッ プ接続の構成

ACSプ ラ グ イ ンのバージ ョ ン1.2.1では、 アプ ラ イ アン スへのバ ッ ク ア ッ プ接続 と し て、
モデム またはISDNを経由し たダ イ ヤルア ッ プ ・ ア ク セス を構成する こ と ができ ます。 ア
プ ラ イ ア ン スは、 ダ イ ヤル イ ン、 ダ イ ヤルバ ッ ク、 ワ ン タ イ ム ・ パス ワー ド （OTP） 付
きダ イヤルイ ン用に構成でき ます。

ダ イ ヤルア ッ プ接続機能は、 アプ ラ イ アン スの設定 → ダ イ ヤルア ッ プ の ノ ー ド か ら構   
成し ます。 こ の ノ ー ド からは、 「設定」 と 「外付けモデム」 の2つのページが利用でき ま
す （ 「設定」 ページでモデム ・ タ イプ と し て 外部 が選択された場合は、 サブページがあ  
り ます） 。

注 ： ダイヤルア ッ プを構成するには、 ユニ ッ ト 設定の構成 を実行する権限が必要です。 この権限がない場合、  

現在の設定の参照だけができます。  

次の表は、 この画面上にあ る フ ィ ール ド の概要です。

注 ： ダイヤルア ッ プは、 プ ラ イ マ リ ・ ネ ッ ト ワーク を使っ てアプ ラ イ アンスにア クセスでき る場合のみ構成で

きます。

 表 3 ： ダイヤルア ッ プ構成 

フ ィ ールド 制御のタ イプ 詳細

ダイヤルア ッ プ

を有効にする

チ ェ ッ クボ ッ

クス

モデムだけを参照し ます。 オンにし た場合、 DSView 3ソ フ ト ウェ アはプラ イマ 

リ ・ ネッ ト ワーク が使用できないと きにモデムまたはISDN接続を使用し ます。

モデム ・ タ イプ オプシ ョ ン ・  

ボタ ン

ISDN PCMCIA、 アナログPCMCIAおよびアナログ外部から選択できます。  
注 ：  ISDNはOTPでは使用でき ません。 アナログ外部はOTPおよびダ イヤル 

バッ クでは使用できません。
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セキュア ・ ダイ

ヤルイン

チ ェ ッ クボ ッ

クス

アプ ラ イ アンスの着信コールで発信者を検証する場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ

ク スを選択し ます。 選択し た場合、 許可された リ モー ト 番号に登録されてい

る電話番号だけがアプ ラ イアンスに受け入れられます。 選択し ない場合、 ア

プラ イアンスは任意の電話番号からの着信コールを受け入れます。

許可されている

リ モー ト 番号

文字列 セキュ ア ・ ダイ ヤルイ ン（ チェ ッ ク ボッ ク ス） が有効な場合にアプラ イ アンス

が受け入れる、 ユーザーが選択し た電話番号のリ スト です。 電話番号はスペー

スをはさ まずに入力し 、 追加する各電話番号の間はカ ンマで区切り ます。

シ リ アル ・ モデ

ム ・ ポー ト

コ ンボ ・ ボ ッ

クス

外付けモデムが接続されているアプラ イアンスのポー ト 番号。

アプ ラ イアン

スの電話の識

別番号

読み取り専用

文字列

アプラ イ アンスの電話番号のプレフ ィ ッ ク スです（ アプラ イ アンスに着信する

ために必要です） 。 システム → DSViewサーバー → プロパティ で設定し ます。

アプラ イアンス

の電話番号

文字列 DSView 3ソ フ ト ウ ェ アがアプラ イアンスにダイヤルする と きに使用する電話 

番号を入力し ます。

PPPユーザー 文字列 モデムまたはダイヤルバッ クのユーザーのユーザー名を入力し ます。

PPPパスワー ド

の変更

チ ェ ッ クボ ッ

クス

このフ ィ ールド にチ ェ ッ ク を入れる と、 「PPPパスワー ド」 フ ィ ールド にパ

スワー ド を入力でき るよ う にな り ます。 チ ェ ッ ク を外すと フ ィ ールド は無効

にな り ます。

PPPパスワー ド

とPPPパスワー

ドの確認

パスワー ド このパスワー ド を使用 し て、 ダ イヤルバ ッ ク またはダ イヤルアウ ト のユー

ザーを認証し ます。 無効にな っ ている場合、 プ ラグイ ンは以前に設定された

パスワー ド を使用し ます。  

PPP認証プロ ト

コル

コ ンボ ・ ボ ッ

クス

認証方法と し て、 PAPとCHAPのいずれかを選択し ます。

PPPユーザー認

証 （PAM）

コ ンボ ・ ボ ッ

クス

これはPPPユーザー用に推奨される認証方法です。 PPPユーザーはコ ン ソー

ル ・ サーバーのローカル ・ ユーザーと し て作成されるため、 ローカル 認証を 

選択する こ と をお勧めし ます。 別の認証方法を希望する場合、 PPPユーザー

は認証サーバーで作成する必要があ り ます。 また、 た と えDSView 3ソ フ ト  

ウ ェ アのダ イヤラ ー と コ ン ソ ール ・ サーバー間が接続 さ れていない場合で

も、 認証サーバーにアクセスできる必要があり ます。  
注 ：  ACSコ ン ソール ・ サーバーのフ ァームウ ェ アのバージ ョ ンが3.0.xで、 モ 

デム ・ タ イプにISDN PCMCIAまたはアナログPCMCIAを使用し ている場合、  

PAMはユニ ッ ト 認証と同一に設定し て、 ユニ ッ ト 認証を ローカルに設定する

必要があ り ます。 または、 PPPユーザーがアプ ラ イ アンスにログイ ンでき る

よ う に認証サーバーを設定する こ とができます。

PPPローカルIP
ア ド レス

表示のみ 最初の構成時には、 これらのテキス ト 領域は空白なので、 「PPP IPア ド レス 

の設定」 チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し て、 PPPローカルIPア ド レスを割り当て

る必要があ り ます。 以前に構成し た こ とがある場合、 そのPPPローカルIPア

ド レスがこ こに表示されます。

PPPアプラ イア

ンスIPア ド レス

表示のみ 最初の構成時には、 これらのテキス ト 領域は空白なので、 PPP IPア ド レスの 

設定チ ェ ッ クボ ッ ク スを選択し て、 PPPアプ ラ イアンスIPア ド レスを割り当

てる必要があ り ます。 以前に構成し た こ とがある場合、 そのPPPアプ ラ イ ア

ンスIPア ド レスがこ こに表示されます。

 表 3 ： ダイヤルア ッ プ構成 （続き）

フ ィ ールド 制御のタ イプ 詳細
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PPP IPア ド レ

スの設定

チ ェ ッ クボ ッ

クス

PPPローカルIPア ド レス とPPPアプ ラ イ アンスIPア ド レスのフ ィ ール ド が空

白の場合や、 新しいIPア ド レスを割り当てる場合に、 このチ ェ ッ クボ ッ ク ス

を選択し ます。 このチ ェ ッ クボ ッ ク スを選択する と、 自動またはア ド レスの

手動選択の2つのオプシ ョ ン ・ ボタ ンのいずれかを選択できます。  

ア ド レスの自動

選択

オプシ ョ ン ・  

ボタ ン

このオプシ ョ ン ・ ボタ ンを選択する と、 DSView 3ソ フ ト ウ ェ アは、 「システ 

ム － DSViewモデム ・ セ ッ シ ョ ン」 のページで指定し てあるア ド レス範囲か  

らPPP IPア ド レスを割り当てます。

ア ド レスの手動

選択

オプシ ョ ン ・  

ボタ ン

PPP ロ ー カ ルIPア ド レ ス とPPP ア プ ラ イ ア ン スIPア ド レ ス を それぞれの

フ ィ ールド に手動で入力するには、 このボタ ンを選択し ます。

PPPローカルIP
ア ド レス

文字列 PPP接続用のローカルIPv4またはIPv6のア ド レスを入力し ます。

PPPアプラ イア

ンスIPア ド レス

文字列 PPP接続用のアプラ イアンスIPv4またはIPv6のア ド レスを入力し ます。

ダイヤルバッ ク

を有効にする

チ ェ ッ クボ ッ

クス

ダイヤルバッ ク ・ モー ド を有効／無効のどち らにするか選択し ます。 ダイヤ

ルバッ クは、 OTPや外付けモデムでは使用できません。 DSView 3ソ フ ト ウ ェ 

アでダイヤルバッ ク電話番号が構成されている場合のみ有効にできます。

ダイヤルバッ ク

識別番号

文字列 このプレ フ ィ ッ クスは、 リ モー ト のアプ ラ イアンスがDSView 3ソ フ ト ウ ェ ア 

にダ イヤルバ ッ ク するために使用 さ れます。 このフ ィ ール ド は、 ダ イヤル

バッ クが有効になっていない場合は無効にな り ます。

ダイヤルバッ

ク ・ アナログ 

電話番号

「読み取り専

用テキス ト 」

フ ィ ールド

こ のフ ィ ールド は、 DSView 3ソ フ ト ウェ アのアナロ グ線の電話番号を 表示 

し ます。 電話番号は、 システム → DSViewサーバー → プロパティ で設定し     

ます。

ダイヤルバッ ク

ISDN電話番号

「読み取り専

用テキス ト 」

フ ィ ールド

こ のフ ィ ールド は、 DSView 3ソ フ ト ウェ アのISDN回線の電話番号を表示し ま 

す。 電話番号は、 システム → DSViewサーバー → プロパティ で設定し ます。

OTPを有効に

する

チ ェ ッ クボ ッ

クス

ダイヤル接続においてOTPを有効／無効のどち らにするか選択し ます。 ダイ

ヤルバ ッ クやISDNには機能し ません。 OTPに関連するすべてのフ ィ ール ド

は、 このフ ィ ールドのチ ェ ッ クが外れている場合は無効にな り ます。

OTPユーザー 文字列 OTPに使用されるユーザー名。

OTPシーケン

スの自動更新

オプシ ョ ン ・  

ボタ ン

OTPシーケンスを定期的に手動で更新する必要性がな く な り ます。 これは、

コ ン ソール ・ サーバーがPPPの確立中にシーケンスを リ セ ッ ト する必要があ

るか問い合わせた際に、 DSView 3ソ フ ト ウ ェ アが応答すべき内容を知るため 

に必要です。

OTPシーケン

スの手動更新

オプシ ョ ン ・  

ボタ ン

シーケンスを手動で リ セ ッ ト する場合に選択し ます。

今すぐシーケン

スを リ セ ッ ト

チ ェ ッ クボ ッ

クス

このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と シーケンスがリ セ ッ ト されます。

OTPラ ンダム ・

パス ・ フ レーズ

オプシ ョ ン ・  

ボタ ン

パス ・ フ レーズを ラ ン ダムに生成するために使用 し ます。 これを使用する

と、 「OTPパス ・ フ レーズ」 フ ィ ール ド は無効にな り ます。 これによ り、 プ

ラグインはその時点でラ ンダムなパス ・ フ レーズを生成し ます。

OTP設定パ

ス ・ フ レーズ

オプシ ョ ン ・  

ボタ ン

該当する フ ィ ールド にパス ・ フ レーズを手動で入力し ます。

 表 3 ： ダイヤルア ッ プ構成 （続き）

フ ィ ールド 制御のタ イプ 詳細
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認証の構成

ACSコ ン ソール ・ サーバー ・ プ ラ グ イ ン を使用する と 、 利用可能な中央認証タ イ プの う
ちの2種類 （DSView 3管理ソ フ ト ウ ェ アまたはRadius認証サーバー） を構成でき ます。

DSView 3管理ソ フ ト ウ ェ アの構成

DSView 3ソ フ ト ウ ェ アで中央認証を有効にするには、 まずDSView 3ソ フ ト ウ ェ ア認証の  
3種類の タ イ プ （DSView、 DSView/ローカルま たはDSViewDownローカル） の中か ら1つ
を 選択 し ま す。 DSView 3 ソ フ ト ウ ェ ア の中央集中型認証サー ビ ス が構成 さ れ る と 、  
DSView 3 ソ フ ト ウ ェ ア ・ サーバーを使用し てACSコ ン ソール ・ サーバーへのユーザー ・  
ア ク セス認証が行われる よ う にな り ます。

DSView 3ソ フ ト ウ ェ ア認証タ イプを選択するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → 認証タ イプ を ク リ ッ ク    
し ます。  

2. ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト から認証タ イプを選択し ます。 保存 を ク リ ッ ク し ます。  
3. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  

メ モ リ ーに保存し ます。

「アプ ラ イ アン ス認証サーバー － DSView」 ページでは、 DSView、 DSView/ローカル、   
またはDSViewDownローカルの認証方法用と し てDSView 3ソ フ ト ウ ェ ア認証サーバーを4 
台まで構成する こ と ができ ます。

注 ： IPv6のア ド レスを構成するには、 ACSコ ン ソール ・ サーバーにバージ ョ ン3.2.0以降のフ ァームウ ェ アが必

要です。

DSView 3ソ フ ト ウ ェ ア認証サーバーを構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → 認証サーバー → DSView     
を ク リ ッ ク し ます。  

2. ネッ ト ワ ーク にある DSView 3ソ フト ウ ェ ア認証サーバーのIPv4ま たはIPv6のア ド レス  
を入力し ます （最高4台） 。 保存 を ク リ ッ ク し ます。  

OTPパス ・ フ

レーズの変更

チ ェ ッ クボ ッ

クス

このボ ッ ク スをチ ェ ッ クする と、 「OTPパス ・ フ レーズ」 フ ィ ールド にパス

ワー ド を入力できるよ う にな り ます。

OTPパス ・ フ

レーズとOTP
パス ・ フ レー

ズの確認

パスワー ド これはOTP暗号化に使用するパス ・ フ レーズです。

外付けモデム

（サブページ）

プルダウン ボー、 デー タ ・ ビ ッ ト 、 フ ロー制御、 パリ テ ィ 、 ス ト ッ プ ・ ビ ッ ト 、 および

DCDに対し て適切な値を選択し て、 外付けモデムを使用し てダイヤルイ ン接

続がで き る よ う にACSコ ン ソ ール ・ サーバーを構成 し ます。 外付けモデム

は、 ダイヤルバッ クまたはOTPに対し ては構成できません。

 表 3 ： ダイヤルア ッ プ構成 （続き）

フ ィ ールド 制御のタ イプ 詳細
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3. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

Radius認証サーバーの構成

ACSコ ンソ ール・ サーバーはRadius認証サーバーも サポート し ていま す。 「 アプラ イ アン
ス 認証サーバー － Radius」 ページでは、 Radius認証サーバーを4台ま で構成する こ と がで  
き ま す（ Radius認証サーバー2台ま でと 、 Radiusアカウ ンティ ング・ サーバー2台ま で） 。

Radius認証サーバーを構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → 認証サーバー → Radius     
を ク リ ッ ク し ます。

2. ネ ッ ト ワーク にあ る Radius認証サーバー4台までの IPv4 または IPv6のア ド レ ス を入力
し ます （認証サーバー2台まで と アカ ウ ンテ ィ ング ・ サーバー2台まで） 。  

3. 「シーク レッ ト 」 フィ ールド に、 Radiusサーバー構成に伴う シーク レッ ト （固有情報）
を入力し ます。  

4. 「タ イ ムア ウ ト 」 フ ィ ール ド に、 ACSコ ン ソール ・ サーバーがRadiusサーバーの応答
を待つ際の待機時間 （再試行する までにどれだけ待つか） を秒単位で入力し ます。

5. 「再試行」 フ ィ ール ド に、 Radius サーバーが無応答の場合は何回再試行し てから 2 番
目のサーバーで認証を試みるかの回数を入力し ます。

6. サービス タ イ プの属性チェ ッ ク を有効にする  チェ ッ ク ボッ ク ス を選択し て、 Radiusサー 
バーから のサービス ・ タ イ プ属性に従ってユーザー ・ レベル （admin ユーザーま たは標 
準ユーザー） を取得する こ と をACSコ ンソ ール ・ サーバーに許可し ます。

7. 保存 を ク リ ッ ク し ます。  
8. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  

メ モリ ーに保存し ま す。

ACSコ ンソ ール・ サーバーのWebマネージャ ー

「Webサービ ス」 ページか ら、 ACS コ ン ソ ール ・ サーバーのWebマネージ ャーへのア ク
セス を有効／無効にする こ と がで き ます。 ACSコ ン ソール ・ サーバーへの直接ア ク セス
が求められる場合は、 こ のWebサービ ス を有効にする必要があ り ます。

ACSコ ン ソ ール ・ サーバーのWebマネージャ ーへのアク セスを 有効または無効にする
には：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → Web を ク リ ッ ク し ます。

2. ド ロ ッ プダウ ン・ リ ス ト から Webマネージャ ーの新し い状態を選択し ま す。 保存 をク  
リ ッ ク し ま す。

3. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。
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SNMPの構成

DSView 3サーバー と ACS コ ン ソ ール ・ サーバー間での管理情報の通信には、 SNMPの 
バージ ョ ン1およびバージ ョ ン2のプロ ト コルが使用されます。 DSView 3 ソ フ ト ウ ェ アで 
SNMPの構成を行 う 場合には以下の制限が適用されます。

• DSView 3ソ フト ウ ェ アで構成でき る のは、 SNMP読み取り ／書き 込みコ ミ ュ ニティ た 
だ1つのみです。

• DSView 3ソ フ ト ではSNMPバージ ョ ン3に対する構成はでき ません。

複数のSNMPコ ミ ュ ニテ ィ あ る いはSNMP 3バージ ョ ンの構成は、 ACSコ ン ソール ・ サー 
バーのWebマネージ ャ ーを有効に し、 使用 し て く だ さ い。 詳細については、 ACS コ ン
ソ ール ・ サーバーのWebマネージ ャ ーのセ ク シ ョ ンお よ びCyclades ACSの 「イ ン ス ト  
レーシ ョ ン、 管理およびユーザー ・ ガ イ ド 」 を参照し て く だ さい。

以下の設定が、 サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーのSNMPの下に表示されます。

• シス テム  － SNMPサーバーを割り 当てる 、 ある いは有効ま たは無効にし ま す。 SNMP  
を有効にする と 、 管理アプラ イ アンス はSNMPメ ッ セージを ロ グに保存する ために着
信ト ラ ッ プをリ ッ ス ンし ま す。  

• マネージャ ー － SNMP管理ス テーショ ンを割り 当てま す。 最高で4台ま での管理ス テー  
ショ ンが許可さ れます。

• コ ミ ュ ニティ  － デバイ ス と SNMPを稼動する 管理ス テーショ ンが属する アク セス 環境  
を定義し ま す。  

• 送信先 － SNMPト ラ ッ プが送信さ れる ホス ト のIPアド レス を入力し ま す。 SNMPト ラ ッ   
プ送信先は、 「 イ ベント 」 メ ニュ ーを使用し て有効にし ま す。 「 シス テム・ イ ベント
の構成」 セク ショ ンを参照し てく ださ い。

注 ： IPv6のア ド レスを構成するには、 ACSコ ン ソール ・ サーバーにバージ ョ ン3.2.0以降のフ ァームウ ェ アが必

要です。

ACSコ ン ソール ・ サーバーのSNMPパラ メ ーターを構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーショ ン ・ バーで アプラ イ アンス の設定 → SNMP をク リ ッ ク し ま す。

2. システム ・ メ ニ ューから SNMPを有効にし ます。 必要に応じ て管理アプラ イ アン スの
名前 と 説明を変更し て、 連絡先を入力し ます。 保存 を ク リ ッ ク し ます。

3. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで マネージ ャー を ク リ ッ ク し て、 SNMP管理ステー  
シ ョ ン （最高で4台まで） のIPv4またはIPv6のア ド レ ス を入力し ます。 保存 を ク リ ッ 
ク し ます。

4. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで コ ミ ュ ニテ ィ  を ク リ ッ ク し て、 読み取 り 、 書き込  
みおよび ト ラ ッ プのSNMPコ ミ ュ ニテ ィ 名を入力し ます。 保存 を ク リ ッ ク し ます。

5. サイ ド ・ ナビゲーショ ン・ バーで 送信先 をク リ ッ ク し て、 SNMPト ラ ッ プ送信先（ 最  
高で4つま で） のIPv4ま たはIPv6のアド レ ス を入力し ま す。 保存 をク リ ッ ク し ま す。
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システム・ イ ベント の構成

SNMP ト ラ ッ プ とSyslogメ ッ セージ

ACSコ ン ソール ・ サーバーは、 以下の送信モー ド を使用し てシ ス テム ・ イベン ト の通知
を送信する よ う に構成でき ます。

• SNMP ト ラ ッ プ － システム ・ イベン ト はDSView 3 ソ フ ト ウ ェ アのイベン ト ・ データ    
ベースに経由され、 記録されます。 オプシ ョ ン と し てSNMP管理システムに記録する
こ と も可能です。

• Syslog － システム ・ イベン ト はDSView 3ソ フ ト ウ ェ アのイベン ト ・ データベースに   
収録されます。  

SNMP ト ラ ッ プ とsyslogを構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → イベン ト  → ト ラ ッ プ／     
Syslog を ク リ ッ ク し ます。

2. 希望する イベン ト を起動し て、 SNMP ト ラ ッ プを有効にする  または Syslogを有効にす  
る  の通知モー ド を ク リ ッ ク し ます。 「フ ィ ルター」 フ ィ ール ド を使用し て検索ス ト  
リ ングを含むイベン ト を表示する こ と ができ ます。

• Syslog通知モード を選択している場合は、 必ず、 システム → データ ・ ログ → SysLog    
サーバー を選択してSyslogサーバーを有効にし、 保存して く ださい。  

• SNMPト ラ ッ プ通知モード を選択し ている 場合は、 アプラ イ アンス の設定 → SNMP  
→ 送信先 を順に選択し 、 ト ラ ッ プの送信先を指定し ます。  

3. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール ・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

アプラ イ アンス・ アラ ート の構成

定義し た イベン ト に対する ア ラー ト ・ ス ト リ ング を構成し て、 ア ラー ト ・ ス ト リ ング を
含むシ ス テム ・ イベン ト が発生し た と き に電子 メ ール通知を ト リ ガーさせる こ と がで き
ます。 表示フ ィ ール ド には最高10個のア ラー ト ・ ス ト リ ングを入力でき ます。

アプ ラ イアンス ・ アラー ト と電子メ ール通知を有効にするには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → イベン ト  → アプラ イ ア     
ン ス ・ ア ラー ト  を ク リ ッ ク し ます。

2. アプラ イ アン ス ・ ア ラー ト を有効にする  を ク リ ッ ク し て、 希望する テキ ス ト ・ ス ト  
リ ングを ア ラー ト ・ ス ト リ ング  フ ィ ール ド に入力し ます。

3. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

4. 「レポー ト 」 タブに移動し、 サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで 電子 メ ール通知 を ク  
リ ッ ク し ます。

5. 追加 を ク リ ッ ク し て、 「電子 メ ール通知の追加」 ウ ィ ザード を起動し ます。 次へ を  
ク リ ッ ク し ます。

6. 電子 メ ール ・ ア ド レ スのプロパテ ィ を構成し ます。 次へ を ク リ ッ ク し ます。
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7. 電子 メ ール通知を ト リ ガー さ せたい イ ベン ト を選択 し て、 「通知す る イ ベン ト 」
ウ ィ ン ド ウに追加し ます。 次へ を ク リ ッ ク し ます。

8. 電子 メ ール通知を ト リ ガーさせたいユニ ッ ト ・ グループ （1 つまたは複数） を追加し
ます。 次へ を ク リ ッ ク し て、 完了 を ク リ ッ ク し ます。

データ ・ ログの構成

ACSコ ン ソール ・ サーバーのプ ラ グ イ ンは、 DSView 3管理ソ フ ト ウ ェ ア と 統合し、 コ ン 
ソール ・ サーバーおよび接続下の ターゲ ッ ト ・ デバイ スへの コ ン ソール接続のデータ ・
ロ グ をSyslogプ ロ ト コ ルの使用に よ り サポー ト し ま す。 デー タ ・ ロ グ機能を使用す る
と、 以下が実行でき ます ：

• ACS コ ンソ ール・ サーバーま たは各個別のシリ アル・ ポート でのデータ ・ ロ グの有効
ま たは無効。

• データ ・ ロ グ ・ メ ッ セージ送信先のDSView 3サーバーの構成。

• Syslogサーバー と SSHサーバー ・ ポー ト の構成。

• ACSコ ン ソール ・ サーバーでのSSHパラ メ ーターの構成。

データ ・ ログを有効または無効にするには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → データ ・ ロ グ → 構成 を      
ク リ ッ ク し ます。

2. コ ンソ ール・ サーバーま たは個別のシリ アル・ ポート への接続を選択し て、 有効 ま た 
は 無効 ボタ ンをク リ ッ ク し ま す。

3. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

データ ・ ログ用にSyslog SSHサーバーを構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → データ ・ ロ グ → 設定 を      
ク リ ッ ク し ます。

2. 同一のハブ／ス ポーク ・ シス テムに属する DSView 3サーバーのIPv4ま たはIPv6のアド  
レ ス を入力し ま す。

3. Syslogサーバーと SSHサーバーのポート 番号を入力し て、 SSHト ンネリ ング用にACSコ
ンソ ール・ サーバーを構成し ま す。 デフォ ルト のSSHサーバーのポート 番号はTCP 4122 
で、 Syslogサーバーのポート 番号はTCP 4514です。

注 ： Syslogサーバー、 SSHサーバーの両方がデー タ ・ ログに対 し て有効にな っ ている こ と を確認 し て く だ さ

い。 確認するには、 「システム」 タ ブから  SSHサーバー と  デー タ ・ ログ → サーバーの設定 を ク リ ッ ク し て      

く だ さい。

4. シ リ アル ・ ポー ト で NFS データ ・ ロ グが使用されている場合は、 該当する フ ィ ール
ド にNFS送信先を入力し ます。

5. 保存 を ク リ ッ ク し て、 変更内容をDSView 3サーバーのデータベースに保存し ます。

6. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容をACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・ メ  
モリ ーに保存し ます。



14        ACS コ ン ソール ・ サーバー技術告示

データ ・ ログ ・ フ ァ イルの表示 ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで セ ッ シ ョ ン ・ フ ァ イル を ク リ ッ ク し ます。

2. 表示可能なコ ラ ムの リ ス ト を変更するには、 カ ス タマ イ ズ ボタ ンを ク リ ッ ク し て、  
希望する フ ィ ール ド を 「利用可能なフ ィ ール ド」 ウ ィ ン ド ウから追加し ます。

3. 保存 または デフ ォル ト と し て設定 を ク リ ッ ク し てから  閉じ る  を ク リ ッ ク し ます。

4. フ ァ イ ルの内容を表示する には、 フ ァ イ ル名をク リ ッ ク し ま す。 テキス ト ・ フ ァ イ ル
がDSView 3ソ フト ウ ェ アでのデフォ ルト のテキス ト ・ ビュ ーアを使用し て開き ま す。

ACSコ ンソ ール・ サーバーのフ ァ ームウェ ア情報

アプ ラ イ アン スの設定 → バージ ョ ン に移動する と 、 ACSコ ン ソ ール ・ サーバーの起動   
コー ド と フ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ンを参照でき ます。

ACSコ ン ソール ・ サーバーのシ リ アル ・ ポー ト 構成

「ポー ト 」 ページからは次のタ ス ク を実行でき ます ：

• シ リ アル ・ ポー ト の有効／無効。

• シ リ アル ・ ポー ト の名前の変更と 名前のプ ッ シュ／プル操作の開始。  
• シ リ アル ・ ポー ト の認証方法の構成。

• シ リ アル ・ ポー ト の接続プ ロ ト コル、 ブレー ク ・ シーケ ン ス、 通信パ ラ メ ーターの
構成。

• 複数のユーザー／セ ッ シ ョ ン用のシ リ アル ・ ポー ト の構成

• ポー ト ・ ア ラー ト の構成。

• データ ・ ロ グの構成。

シリ アル・ ポート の有効／無効

シ リ アル ・ ポー ト を有効または無効にするには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → シ リ アル を ク      
リ ッ ク し ます。 シ リ アル ・ ポー ト の リ ス ト が表示されます。

2. 希望する ポー ト の隣に付いている チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し て、 ポー ト を有効に
する  または ポー ト を無効にする  ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

注 ： このページで全シ リ アル ・ ポー ト の状態を参照できます。 各ポー ト のタ イ プ （プロ ト コル） は、 ACSコ ン

ソ ール ・ サーバーのWebマネージ ャ ーから構成で き ます。 詳細については、 「ACSコ ン ソ ール ・ サーバーの

Webマネージ ャー」 のセ ク シ ョ ンおよびCyclades ACSの 「イ ンス ト レーシ ョ ン、 管理およびユーザー ・ ガ イ 

ド」 を参照し て く ださい。  



 ACS 高度コ ン ソール ・ サーバー用 DSView 3 ソ フ ト ウ ェア ・ プラ グ イ ン         15          

シリ アル・ ポート の一般設定

シ リ アル ・ ポー ト の一般設定を構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → シ リ アル を ク      
リ ッ ク し ます。 シ リ アル ・ ポー ト の リ ス ト が表示されます。

2. 希望するポー ト 番号を ク リ ッ ク し ます。 「一般情報」 ページが表示されます。

3. ACS コ ンソ ール・ サーバーのシリ アル・ ポート の名前を変更する には、 「 アプラ イ ア
ン ス内の名前」 に希望する名前を入力し ます。 こ れはACSコ ン ソ ール ・ サーバーの
ターゲ ッ ト ・ デバイ ス名であ る場合があ り ます。  

4. ド ロ ッ プダ ウ ン ・ リ ス ト か ら こ のシ リ アル ・ ポー ト に適し た認証タ イ プを選択し ま
す。 DSViewソ フ ト ウ ェ アはグ ローバルな認証方法です。

5. ターゲ ッ ト ・ デバイ スへの接続用に希望するプロ ト コルを選択し ます。

注 ： シ リ アル ・ ビ ューアはSSHとSSH/Telnetのみに対応し ています。

6. ブレー ク ・ シーケ ン ス をシ リ アル ・ ポー ト に送信する ための所定の文字列を入力し
ます。 デフ ォル ト は、 ~break [Ctrl-b] と なっています。

7. メ ニューから  CRの後、 な し、 または CRの後はNULL の改行抑制を選択し ます。

8. 該当する フ ィ ール ド にア イ ド ル ・ タ イ ムア ウ ト （分） を入力し ます。

9. メ ニ ューか ら、 シ リ アル ・ ビ ューア ・ セ ッ シ ョ ンの ター ミ ナル ・ タ イ プを選択し ま
す。 シ リ アル ・ ビ ューア ・ セ ッ シ ョ ンでWindows EMSター ミ ナルをエ ミ ュ レー ト す 
るには、 Windows EMS を選択し ます。

タ ー ミ ナル ・ タ イ プお よ びWindows EMSの選択が適用 さ れ る のは、 シ リ ア ル ・  
ビ ューアがACSコ ン ソ ール ・ サーバーか ら起動 さ れてい る場合に限 り ます。 シ リ ア
ル ・ ビ ューアがDSView 3 ソ フ ト ウ ェ アか ら起動さ れている場合、 こ れら の設定は適 
用されません。

注 ： シ リ アル ・ ビ ューアの設定を構成するには、 ACSコ ン ソール ・ サーバーにバージ ョ ン3.2.0以降のフ ァーム

ウ ェ アが必要です。

10. 保存 を ク リ ッ ク して、 変更内容をDSView 3ソ フ ト ウ ェアのデータベースに保存し ます。

11. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

シリ アル通信パラ メ ータ ーの構成

DSView 3 ソ フ ト ウ ェ ア内のシ リ アル ・ デバ イ ス で通常使用で き る通信オプシ ョ ンに加 
え、 シ リ アル ・ ポー ト の次の通信パラ メ ーターを設定する こ と もでき ます ：

• 使用モデムの電源がオンで、 有効になっているかど う かの検出。  
• データ ・ キ ャ リ ア検出 （DCD） 信号のモニ ター。 こ の設定を行 う と 、 シ リ アル ・ コ

ン ソールのケーブルが コ ン ソール ・ サーバーか ら取 り 外さ れた場合やコ ン ソール ・
サーバーに接続さ れてい る ターゲ ッ ト ・ デバ イ スの電源がオフになった場合に、 シ
ステムでア ラームを生成させる こ と ができ ます。
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シ リ アル通信パラ メ ーターを構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → シ リ アル を ク      
リ ッ ク し ます。

2. 構成する シ リ アル ・ ポー ト を ク リ ッ ク し ます。

3. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで 通信 を ク リ ッ ク し ます。

4. 通信パラ メ ーターと DCD信号を構成し ます。  

注 ： 通信設定はターゲ ッ ト ・ デバイスの設定と同一にする必要があ り ます。

5. 保存 を ク リ ッ ク し て、 変更内容をDSView 3サーバー のデータベースに保存し ます。

6. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

複数のユーザーと セッ ショ ンの構成

ACSコ ン ソール ・ サーバーでは、 同時に複数のユーザーが単一のシ リ アル ・ ポー ト に接
続でき る よ う になっています。

複数のユーザーと セ ッ シ ョ ンを構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → シ リ アル を ク      
リ ッ ク し ます。

2. 構成する シ リ アル ・ ポー ト を ク リ ッ ク し ます。

3. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで マルチユーザー を ク リ ッ ク し ます。

4. 複数のセ ッ シ ョ ンを有効にする  チェ ッ ク ボ ッ ク ス を有効にし ます。

5. 「複数セ ッ シ ョ ンの設定」 のプルダ ウ ン ・ メ ニ ューか ら いずれかのオプシ ョ ン を選
択し ます。 次表は利用可能なオプシ ョ ンについての説明です。

 表 4 ： 複数セ ッ シ ョ ンの設定 

複数セ ッ シ ョ ンの設定 詳細

× マルチ ・ セ ッ シ ョ ン非対応。 ユーザー2人のみが同一ポー ト に同時にア クセス可能。

共有セ ッ シ ョ ン （x1） 、 通常セ ッ シ ョ ン （x1） 。

読み取 り ／書 き 込み

（メ ニューを表示）

3人以上のユーザーが同一のシ リ アル ・ ポー ト に同時にアクセス可能。

スニフ ァー ・ メ ニューが表示され、 次の項目を選択できます ：

• スニフ ・ セ ッ シ ョ ンを開始する

• 読み取り／書き込みセ ッ シ ョ ンを開始する

• 接続を解除する

• 同一シ リ アル ・ ポー ト に接続中の他のユーザーに メ ッ セージを送信する

読み取 り ／書 き 込み

（メ ニューは非表示）

読み取り ／書き 込みセッ シ ョ ン が開始さ れ、 スニフ ァ ー・ メ ニュ ーは表示さ れま

せん。

読み取り専用 

（メ ニューは非表示）

読み取り専用セ ッ シ ョ ンが開始され、 スニフ ァー ・ メ ニューは表示されません。
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6. 「特権ユーザー」 フ ィ ール ド に、 マルチユーザー共有セ ッ シ ョ ンへのア ク セ ス権が
あ るユーザー名またはグループ名を入力し ます

7. 「 メ ニ ュ ー ・ ホ ッ ト キ ー」 フ ィ ール ド に メ ニ ュ ーに ア ク セ ス す る た めの ホ ッ ト
キー ・ シーケン ス を入力し ます。 デフ ォル ト 設定は^Z (Ctrl-Z)になっています。

8. セ ッ シ ョ ン ・ ア ク セ ス をユーザーに通知する には、 「ユーザーに通知する」 チェ ッ
ク ボ ッ ク ス を有効にし ます。

9. ポー ト 共有セ ッ シ ョ ン中にモニ タ ーに表示 さ れ る デー タ の種類を構成す る には、
「スニフ ・ モード」 プルダウ ン ・ メ ニ ューからオプシ ョ ンを選択し て く だ さい。

10. 保存 を ク リ ッ ク し て、 変更内容をDSView 3サーバーのデータベースに保存し ます。

11. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

ポー ト ・ アラー ト と電子メ ール通知を有効にするには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → シ リ アル を ク      
リ ッ ク し ます。

2. 構成する シ リ アル ・ ポー ト を ク リ ッ ク し ます。

3. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで ア ラー ト  を ク リ ッ ク し ます。

4. ポー ト ・ ア ラー ト を有効にする  を ク リ ッ ク し て、 希望する テキス ト ・ ス ト リ ングを 
「ア ラー ト ・ ス ト リ ング」 フ ィ ール ド に入力し ます。

5. 保存 を ク リ ッ ク し て、 変更内容をDSView 3サーバーのデータベースに保存し ます。

6. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

7. レポー ト  タブに移動し、 サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで 電子 メ ール通知 を ク リ ッ   
ク し ます。

8. 追加 を ク リ ッ ク し て、 「電子 メ ール通知の追加」 ウ ィ ザード を起動し ます。 次へ を  
ク リ ッ ク し ます。

9. 電子 メ ール ・ ア ド レ スのプロパテ ィ を構成し ます。 次へ を ク リ ッ ク し ます。

10. 電子 メ ール通知を ト リ ガー さ せたい イ ベン ト を選択 し て、 「通知す る イ ベン ト 」
ウ ィ ン ド ウに追加し ます。 次へ を ク リ ッ ク し ます。

11. 電子 メ ール通知を ト リ ガーさせたいユニ ッ ト ・ グループ （1 つまたは複数） を追加し
ます。 次へ を ク リ ッ ク し て、 完了 を ク リ ッ ク し ます。

シリ アル・ ポート のデータ ・ ログ

ACSコ ン ソール ・ サーバーではデータ ・ ロ グの次の方法がサポー ト さ れます。 一度に有
効にでき るデータ ・ ロ グ方法は1つのみです。

• DSView 3サーバーの中央集中型データ ・ ログ ： この方法では、 シ リ アル ・ コン ソール ・  
セッ ショ ンのデータ ・ ロ グおよ びコ ンソ ール ・ サーバーに対する 直接のSSH/Telnetセッ
ショ ンのデータ ・ ロ グが行われま す。 「 データ ・ ロ グの構成」 （ ページ12） を参照し
てく ださ い。
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• ACS コ ンソ ール・ サーバーのロ ーカル・ データ ・ ロ グ。 こ こ ではデータ はファ イ ルま
た はバ ッ フ ァ ーに循環形式で保存 さ れ ます。 循環形式のデー タ ・ ロ グ形式では、
データ は、 フ ァ イ ルの最大サ イ ズに達する まで指定 さ れた ローカル ・ データ ・ フ ァ
イルに書き込まれ、 その後は追加のデータ ・ ロ グが保存 さ れる に伴ってデータは上
書き さ れます。 循環バ ッ フ ァ リ ン グでは、 管理者は、 データ ・ ロ グ ・ フ ァ イルま た
はバ ッ フ ァ ーがその最大サ イ ズに到達する前に、 時間枠の間でデータ を検査する た
めのプロセス を設定する こ と が求められます。

シ リ アル ・ ポー ト のデータ ・ ログを構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → シ リ アル を ク      
リ ッ ク し ます。

2. 構成する シ リ アル ・ ポー ト を ク リ ッ ク し ます。

3. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで データ ・ ロ グ を ク リ ッ ク し ます。

4. DSView 3サーバーのデータ ・ ロ グを有効にする には、 DSView 3データ ・ ロ グを有効に  
する  を選択し ます。
－または－－
シ リ アル ・ ポー ト のデー タ ・ ロ グ を有効にす る には、 アプ ラ イ ア ン ス の循環デー
タ ・ ロ グを有効にする  を選択し ます。 メ ニ ューか ら  バ ッ フ ァー または フ ァ イル の     
モー ド を選択し て、 該当する フ ィ ール ド にフ ァ イ ル ・ サ イ ズの上限 （バ イ ト 数） を
入力し ます。
－または－
ネ ッ ト ワー ク ・ フ ァ イ ル ・ シ ス テ ム （NFS） を利用 し た リ モー ト ・ デー タ ・ ロ グ を
有効にするには、 リ モー ト NFSデータ ・ ロ グを有効にする  を選択し ます。

注 ： リ モー ト NFSデータ ・ ログを構成するには、 ACSコ ン ソール ・ サーバーにバージ ョ ン3.2.0以降のフ ァーム

ウ ェ アが必要です。

－または－
すべてのデータ ・ ロ グを無効にする には、 データ ・ ロ グを無効にする  を選択し ま す。

5. （ オプショ ン） ACS コ ンソ ール・ サーバーでホス ト 名を検出する には、 ホス ト 名の検
出 を選択し、 該当する フ ィ ール ド に タ イ ムア ウ ト 値 （秒） を入力し ます。 ACSコ ン 
ソ ール ・ サーバーが指定時間内にホ ス ト 名を検出で き ない場合は、 デフ ォ ル ト の
ターゲ ッ ト ・ デバイ ス名が使用されます。

6. 保存 を ク リ ッ ク し て、 変更内容をDSView 3サーバーのデータベースに保存し ます。

7. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

電源装置の管理

DSView 3 ソ フ ト ウ ェ アでは、 ACSコ ン ソール ・ サーバーに接続されている以下の電源装 
置を構成し て、 管理する こ と ができ ます。

• アボセン ト 電源管理配電装置 （PM PDU） 1000/2000/3000
• アボセン ト SPC電源制御装置
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• Cyclades PMイ ンテリ ジェ ント ・ パワ ー・ ディ ス ト リ ビュ ーショ ン・ ユニッ ト （ IPDU）

• Server Technology Sentry™ Switched CDU、 Smart CDUおよびPTXLモデル

注： Server Technology Sentryモデルの構成と 管理は、 DSView 3ソ フ ト ウェ アを 使用し て行う 必要があり ます。    

DSView 3サーバーでは、 ACSコ ン ソ ール・ サーバーで選択し たシ リ アル・ ポート に対するServer Technology  
Sentryのラ イ センス機能を有効にするこ と ができます。

電源管理装置の追加と 取り 外し

電源管理装置を追加または取り外すには ：

1. アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → 電源装置 を順に ク リ ッ ク し ます。

2. 管理 ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 「電源管理」 ウ ィ ザード を起動し ます。 次へ を ク リ ッ  
ク し ます。

3. 電源装置の追加 または 電源装置の取 り 外し  オプシ ョ ン ・ ボタ ンを選択し ます。 次へ   
を ク リ ッ ク し ます。

4. 電源装置が取 り 付け られている ACS コ ン ソール ・ サーバーのシ リ アル ・ ポー ト の番
号を選択し ます。  

5. 電源装置を追加する場合は、 ド ロ ッ プダ ウ ン ・ リ ス ト か ら 「電源装置の タ イ プ」 を
選びます。 オプシ ョ ンは、 アボセン ト ／Cyclades、 Server Tech、 SPC電源装置の3つで 
す。 次へ を ク リ ッ ク し ます。 DSView 3管理ソ フ ト ウ ェ アによ り 、 取 り 付け られてい  
る電源装置が追加されます。

6. 完了 を ク リ ッ ク し ます。

7. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

HW過電流保護のリ セッ ト

PDUに過電流保護機能があ り 、 過電流の状態が発生し た場合、 HW過電流保護の リ セ ッ
ト 機能によ って回路が再開されます。

HW過電流保護を リ セ ッ ト するには ：

1. アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → 電源装置 を順に ク リ ッ ク し ます。

2. サーキ ッ ト ・ ブレーカーが作動し たPDUを選択し ます。

3. HW過電流保護の リ セ ッ ト  を ク リ ッ ク し ます。
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電源装置の設定

電源装置タ イプによ って、 構成するパラ メ ーターは異な り ます。 次表に、 アボセン ト PM
PDU、 Cyclades PM IPDU、 アボセン ト SPC電源制御装置、 ま たはServer Technology Sentry    
CDUま たはPTXLモデルが使用 さ れてい る と き に表示可能なパ ラ メ ーターの説明が記載
されています。

 表 5 ： アボセン ト PM PDUおよびCyclades PM IPDUの構成パラ メ ーター 

パラ メ ーター 詳細

アプ ラ イアンス内の名前 電源装置に保存されている名前。

DSView内の名前 DSView 3ソ フ ト ェ アで電源装置に割り当てられた名前。

フ ァームウ ェ アのバー

ジ ョ ン

電源装置のフ ァームウ ェ アのバージ ョ ン。

ソケ ッ ト 数 電源装置のコ ンセン ト の総数。

モデル 電源装置のモデル名。

Syslog Syslogメ ッ セージを有効または無効にし ます。

ブザー ブザーを有効または無効にし ます。

SW過電流保護 ソ フ ト ウ ェ アの過電流保護を有効または無効に し ます。 電源装置の電流がユー

ザー定義の電流のエ ラ ー （高） し きい値を超え る と、 この機能によ っ て、 コ ン

セン ト に電源が投入されな く な り ます。  

ポール ・ レー ト  

（ ミ リ秒）

電源装置で状態とデータのためにポールされる時刻の値。 この値は500～10,000
の範囲で設定し ます。

ベンダー名 電源装置の製造元の名前。  

デフ ォ ルト 電圧 （Cyclades 
PM IPDUのみ）

電源装置への給電での公称入力電圧。  
注 ：  電源装置の一部には、 適切な電圧センサーによ る実際の入力電圧値の測定 

に対応し ていないものがあ り ます。

電源係数 （Cyclades PM 
IPDUのみ）

実際の出力と皮相電力との比率は、 しばしばパーセンテージ と し て （0～1の間

の値で） 表 されます。 実際の出力は、 特定時間枠での回路の作動容量で、 皮相

電力は、 回路の電流と電圧を乗じ たものです。

電源オフ／オン間隔 電源が再度オンに戻るまでにソケ ッ ト で電源オフの状態が継続する秒数。

コールド ・ ス ター ト の 

遅延

PDUのコール ド ・ ス タ ー ト の間、 電源が再度オンに戻るまでに ソ ケ ッ ト で電源

オフの状態が継続する秒数。

LEDデ ィ スプレ イ LEDデ ィ スプレ イに設定される方向 （通常または逆転） 。 LEDデ ィ スプレ イは電

流 （アンペア） を表示し ます。  
注 ：  この構成をサポー ト するモデルで有効です。  

LEDデ ィ スプレ イ更新期

間 （秒）

LEDデ ィ スプ レ イが、 次のフ ェ ーズまたはバン ク に切 り 替え る までに、 現在の

フ ェ ーズまたはバン クの電流を表示する秒数。  
注 ：  この構成をサポー ト するモデルで有効です。  
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 表 6 ： アボセン ト のSPC電源制御装置とServer TechnologyのSentry CDUおよびPTXLモデルの構成パラ メ ー    

ター 

パラ メ ーター 詳細

アプ ラ イアンス内の名前 電源制御装置に保存されているアボセン ト の SPC 電源制御装置または Server
Technology の Sentry CDU または PTXL モデルの名前。

DSView 内の名前 DSView 3 ソ フ ト ェ アで電源装置に割り当てられた名前。

状態 電源装置の状態 （有効または無効状態）。

注 ： このパラ メ ーターは、 ACS コ ン ソール ・ サーバーのフ ァームウ ェ アが 3.3.0 
よ り前のバージ ョ ンの場合のみ表示されます。

バージ ョ ン 現行フ ァームウ ェ アのバージ ョ ン。

合計負荷 （アンペア） 電源装置の電流負荷の合計。

注 ： このパラ メ ーターは、 ACS コ ン ソール ・ サーバーのフ ァームウ ェ アが 3.3.0 
よ り前のバージ ョ ンの場合のみ表示されます。

合計最小負荷 （アンペア） 電流の低下が既定の最小電流し きい値を下回る と、 有効になっている ト ラ ッ プを

ト リ ガーし ます。 この値は 0 ～ 30 の間で設定し ます。

注 ： このパラ メ ーターは、 ACS コ ン ソール ・ サーバーのフ ァームウ ェ アが 3.3.0 
よ り前のバージ ョ ンの場合のみ表示されます。

合計最大負荷 （アンペア） 電流の読み取 り 値が既定の最大電流し きい値を上回る と、 有効にな っ ている ト

ラ ッ プを ト リ ガーし ます。 この値は 0 ～ 30 の間で設定し ます。

注 ： このパラ メ ーターは、 ACS コ ン ソール ・ サーバーのフ ァームウ ェ アが 3.3.0 
よ り前のバージ ョ ンの場合のみ表示されます。

ソケ ッ ト 数 電源装置のコ ンセン ト の総数。

ポール • レー ト （ ミ リ秒） 電源装置で状態と データ のためにポールさ れる時刻の値。 こ の値は 500 ～ 10,000
の範囲で設定し ます。

ベンダー名 電源装置の製造元の名前。 

入力フ ィ ー ド 電源装置で使用される電源コ ンセン ト の個数。

モデル 電源装置のモデル名。

シ ー ケ ン ス 間隔 （Server
Technology の Sentry CDU 
および PTXL モデルのみ）

複数のソケ ッ ト に同時に電源投入する際の、 各ソケ ッ ト 間の作動の遅延時間 （秒

数）（マス ターの Server Technology Sentry CDU および PTXL モデルでのみ有効）。

再起動の遅延ま たは電源

オフ／オン間隔

電源が再度オンに戻る までに ソ ケ ッ ト で電源オ フの状態が継続する秒数 （マス

ターの Server Technology Sentry CDU および PTXL モデルでのみ有効）。

デフ ォル ト 電圧 電源装置への給電での公称入力電圧。 
注 ： 電源装置の一部には、 適切な電圧センサーによる実際の入力電圧値の測定に 

対応し ていないものがあ り ます。

電源係数 実際の出力と皮相電力との比率は、 しばしばパーセンテージ と し て （0 ～ 1 の間

の値で） 表されます。 実際の出力は、 特定時間枠での回路の作動容量で、 皮相電

力は、 回路の電流と電圧を乗じ たものです。
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電源装置の設定を変更するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → 電源装置 を ク      
リ ッ ク し ます。

2. 構成する電源装置を選択し ます。 「設定」 ページが表示されます。  
3. 電源装置のパラ メ ーターを変更し ます。 詳細については、 「アボセン ト PM PDUおよ 

びCyclades PM IPDUの構成パラ メ ーター」 の表、 「アボセン ト のSPC電源制御装置 と   
Server TechnologyのSentry CDUおよびPTXLモデルの構成パ ラ メ ーター」 の表を参照  
し て く だ さい。

4. 保存 を ク リ ッ ク し て、 変更内容を DSView 3ソ フ ト ウ ェ アのデータ ベース に保存し   
ま す。

5. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

6. 閉じ る  を ク リ ッ ク し ます。

電源装置のソ ケッ ト

「電源装置ソ ケ ッ ト 」 ぺージか ら は、 個別ま たは複数の電源ソ ケ ッ ト に対する以下の操
作を実行でき ます。

• 電源ソ ケ ッ ト のオン／オフの切 り 替え

• 不用意な電源切 り 替えを防止する ための ソ ケ ッ ト の ロ ッ ク、 ま たは ソ ケ ッ ト の ロ ッ
ク解除

• 個々の ソ ケ ッ ト または複数の ソ ケ ッ ト で、 指定電源投入間隔での電源のオフ／オン

• ACSコ ン ソール ・ サーバーのフ ラ ッ シ ュ ・ メ モ リ ーへの構成変更内容の保存

注 ： 電源装置タ イプによ って、 構成するパラ メ ーターは異な り ます。

個々の電源装置ソケ ッ ト を構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → 電源装置 を ク      
リ ッ ク し ます。

2. 構成する電源装置を選択し ます。

3. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで ソ ケ ッ ト  を ク リ ッ ク し ます。

4. ソ ケ ッ ト （1 つまたは複数） の隣のチェ ッ ク ボ ッ ク ス を有効にする こ と で次の操作を
実行でき ます ：

• 「オン」 または 「オフ」 ボタ ンを ク リ ッ ク し て ソ ケ ッ ト の電源を切 り 替えます。

• 「電源オフ／オン」 ボ タ ンを ク リ ッ ク し て ソ ケ ッ ト を瞬時オフにし てから再度オ
ンにし ます。

• 「ロ ッ ク」 ボ タ ン を ク リ ッ ク し て不用意な電源切 り 替え を防止する か、 ま たは
ロ ッ ク解除 を ク リ ッ ク し て ソ ケ ッ ト のロ ッ ク を解除し ます。

• 状態の保存 を ク リ ッ ク し て、 コ ンセン ト に加えた変更を保存し ます。  
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5. ソ ケ ッ ト （1 つ） を ク リ ッ ク し て設定を変更し ます。 「電源装置ソ ケ ッ ト のパラ メ ー
ター」 の表を参照し て く ださ い。  

電源装置の電流

「 電流」 ページを使用し て、 PDU、 コ ンセント 、 フェ ーズ、 バンク の電流に関する 情報を
表示およ び構成でき ま す。 こ のページは、 ACSコ ンソ ール・ サーバーのファ ームウ ェ アの
バージョ ンが3.3.0以降の場合に表示さ れま す。 次表でパラ メ ータ ーについて説明し ま す。

 表 7 ： 電源装置ソケ ッ ト のパラ メ ーター 

設定 詳細

ソケ ッ ト 電源装置のコ ンセン ト の数を表示し ます。  

名前 電源装置のコ ンセン ト の名前を割り当てるまたは変更し ます。

POSTオン遅延時間 1つのコ ンセン ト に電源が投入されてから、 それ以降のコ ンセン ト に電源が投入さ

れるまでの遅延時間 （秒） 。

POSTオフ遅延時間 1つのコ ンセン ト の電源が切断されてから、 それ以降のコ ンセン ト の電源が切断さ

れるまでの遅延時間 （秒） 。

最小オ ン時間 （ア ボ セ

ン ト SPC電源制御装置

のみ）

コ ンセン ト がオフになるまでにオン状態を継続する最小時間。 有効な値は、 0秒、

15秒、 30秒、 45秒、 1分、 1分15秒、 1分30秒、 1分45秒、 2分、 3分、 4分、 5分、

10分、 15分、 30分、 1時間です。

最小オ フ 時間 （ア ボ セ

ン ト SPC電源制御装置

のみ）

コ ンセン ト がオンになるまでにオフ状態を継続する最小時間。 有効な値は、 0秒、

15秒、 30秒、 45秒、 1分、 1分15秒、 1分30秒、 1分45秒、 2分、 3分、 4分、 5分、

10分、 15分、 30分、 1時間です。

ウ ェ イ ク ・ ア ッ プ状態 コール ド ・ ブー ト 後のコ ンセン ト の状態。 オン、 オ フ または最後に保存し た状態

に設定する こ とができます。

注 ：  ウ ェ イ ク ・ ア ッ プ状態は、 ServerTechとSPC PDUには適用されません。  

 表 8 ： 電源装置の電流パラ メ ーター 

パラ メ ーター 詳細

ID 要素の一意のID。  

範囲 要素のタ イ プ （PDU、 フ ェーズ、 バン ク、 またはコ ンセン ト ） 。  

名前 要素の名前 （PDUまたはコ ンセン ト のみ） 。  

値 （アンペア） 計測された電流の値 （アンペア） 。  

最大 （アンペア） 計測され、 記録された最大値 （アンペア） 。  
注 ：  「最大 （アンペア） 」 の値は、 「数値のリ セ ッ ト 」 ボタ ンを使用し て リ セ ッ

ト できます。  

最小 （アンペア） 計測され、 記録された最小値 （アンペア） 。  
注 ：  「最小 （アンペア） 」 の値は、 「数値のリ セ ッ ト 」 ボタ ンを使用し て リ セ ッ

ト できます。
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電源装置の電流パラ メ ーターを変更するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → 電源装置 を ク      
リ ッ ク し ます。

2. 構成する電源装置を選択し ます。

3. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで 通信 を ク リ ッ ク し ます。

4. 構成する電流を選択し ます。

5. 「電流のエ ラ ー （高／低） し き い値」 および 「電流の警告 （高／低） し き い値」 を
設定し ます。 最小ま たは最大の し き い値に達し た時に送信さ れる ト ラ ッ プを設定す
る こ と ができ ます。

6. 保存 を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

電源装置の電圧

「電圧」 ページを使用し て、 PDU、 コ ンセン ト 、 フ ェーズ、 バン ク の電圧に関する情報
を表示で き ます。 こ のページは、 ACS コ ン ソ ール ・ サーバーの フ ァ ーム ウ ェ アのバー
ジ ョ ンが3.3.0以降の場合に表示されます。 次表でパラ メ ーターについて説明し ます。  

電源装置の電力消費量

「 電源」 ページを使用し て、 PDU、 コ ンセント 、 フェ ーズ、 バンク の電力消費量に関する
情報を表示でき ま す。 こ のページは、 ACSコ ンソ ール・ サーバーのファ ームウ ェ アのバー
ジョ ンが3.3.0以降の場合に表示さ れま す。 次表でパラ メ ータ ーについて説明し ま す。  

 表 9 ： 電源装置の電圧パラ メ ーター 

設定 詳細

ID 要素の一意のID。  

範囲 要素のタ イプ （PDU、 フ ェ ーズ、 バン ク、 またはコ ンセン ト ） 。  

名前 要素の名前 （PDUまたはコ ンセン ト のみ） 。  

値 （ボル ト ） 計測された電流の値 （ボル ト ） 。  

最大 （ボル ト ） 計測され、 記録された最大値 （ボル ト ） 。  
注 ：  「最大 （ボル ト ） 」 の値は、 「数値のリ セ ッ ト 」 ボタ ンを使用し てリ セッ ト できます。

最小 （ボル ト ） 計測され、 記録された最小値 （ボル ト ） 。

注 ：  「最小 （ボル ト ） 」 の値は、 「数値のリ セ ッ ト 」 ボタ ンを使用し てリ セッ ト できます。

測定 PDUが電圧検出をサポー ト し ている場合は電圧を計測でき ます。 また、 ユーザーが公称電

圧を構成する必要があるPDUの場合は、 電圧を推測する こ とができます。
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電源装置の環境

「環境」 ページを使用し て、 PDUの環境に関する情報を表示で き ます。 こ のページは、
ACSのフ ァーム ウ ェ アのバージ ョ ンが3.3.0以降の場合に表示されます。 次表でパ ラ メ ー
ターについて説明し ます。  

電源装置の環境パラ メ ーターを変更するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → 電源装置 を ク      
リ ッ ク し ます。

2. 構成する電源装置を選択し ます。

 表 10 ： 電源装置の電力消費量のパラ メ ーター 

設定 詳細

ID 要素の一意のID。  

範囲 要素のタ イプ （PDU、 フ ェ ーズ、 バン ク、 またはコ ンセン ト ） 。  

名前 要素の名前 （PDUまたはコ ンセン ト のみ） 。  

値 （ワ ッ ト ） 計測された電流の値 （ワ ッ ト ） 。  

最大 （ワ ッ ト ） 計測され、 記録された最大値 （ワ ッ ト ） 。  
注：  「 最大（ ワッ ト ） 」 の値は、 「 数値のリ セッ ト 」 ボタ ンを使用し てリ セッ ト できます。

最小 （ワ ッ ト ） 計測され、 記録された最小値 （ワ ッ ト ） 。  
注：  「 最小（ ワッ ト ） 」 の値は、 「 数値のリ セッ ト 」 ボタ ンを使用し てリ セッ ト できます。

測定 PDUが電圧検出をサポー ト し ている場合は電力消費量を計測できます。 また、 ユーザーが

公称電圧を構成する必要があるPDUの場合は、 電力消費量を推測する こ とができます。

電源係数 実際の出力と皮相電力との比率は、 しばしばパーセンテージ と し て （0～1の間の値で） 表

されます。 実際の出力は、 特定時間枠での回路の作動容量で、 皮相電力は、 回路の電流と

電圧を乗じ たものです。  

 表 11 ： 電源装置の環境パラ メ ーター 

設定 詳細

センサー センサー ID。 

名前 センサーの名前。 

タ イプ センサーのタ イプ。 

値 センサーの電流の値。

最大 センサーによ って記録された最大値。

注 ： 「最大 （ワ ッ ト ）」 の値は、 「数値のリ セ ッ ト 」 ボタ ンを使用し て リ セ ッ ト できます。

最小 センサーによ って記録された最小値。

注 ： 「最小 （ワ ッ ト ）」 の値は、 「数値のリ セ ッ ト 」 ボタ ンを使用し て リ セ ッ ト できます。

し きい値 アラームを鳴らすし きい値です。

ア ラーム 優先順位が最も高いアク テ ィ ブなアラームです。 センサーが構成された し きい値のいずれ

かに達し たこ と を示し ています。
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3. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで 環境 を ク リ ッ ク し ます。

4. 構成するセンサーを選択し ます。

5. 「センサーのエ ラ ー （高／低） し き い値」 および 「センサーの警告 （高／低） し き
い値」 を設定し ます。 最小ま たは最大の し き い値に達し た時に送信 さ れる ト ラ ッ プ
を設定する こ と ができ ます。

6. 保存 を ク リ ッ ク し て変更内容を保存し ます。

ホス ト 名の検出

注 ： ホス ト 名検出のス ト リ ングを構成するには、 ACSコ ン ソール ・ サーバーにバージ ョ ン3.2.0以降のフ ァーム

ウ ェ アが必要です。

カス タ マイ ズさ れた検査／応答ス ト リ ングを構成し て、 ACSコ ンソ ール・ サーバーがホス
ト 名を 検出する 際のフ レ ーム ワ ーク を 提供する こ と ができ ま す。 構成さ れたス ト リ ン グ
は、 すべてのシリ アル・ ポート に有効です。 検査／応答ス ト リ ン グが一覧表示さ れ、 こ
れを 使っ てシリ アル・ ポート に接続さ れたデバイ ス を 検査し 、 ホス ト 名を 抽出し ま す。
詳細については、 Cyclades ACSの「 イ ンス ト レ ーショ ン、 管理およ びユーザー・ ガイ ド 」  
およ びCyclades ACSの「 コ マンド ・ リ ファ レ ンス ・ ガイ ド 」 を参照し てく ださ い。

注 ： 検査ス ト リ ングを使用するには、 C言語などのエスケープ ・ シーケンスの知識が必要です。 応答ス ト リ ン

グを使用するには、 POSIX拡張正規表現の知識が必要です。

注意 ： ホス ト 名は31文字を超える と切り捨て られます。 ホス ト 名の最初の31文字だけがシ リ アル ・ ポー ト のエ

イ リ アスに割り当てられます。

ホス ト 名検出の検査／応答ス ト リ ングを構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → ホ ス ト 名の検     
出 を ク リ ッ ク し ます。

2. 「ホ ス ト 名の検出検査ス ト リ ン グ」 フ ィ ール ド に、 検査ス ト リ ン グの範囲を入力し
ます。 検査ス ト リ ングがシ リ アル ・ ポー ト に接続されたデバイ スに送信されます。

3. 「 ホス ト 名の検出応答ス ト リ ング」 フ ィ ールド に、 応答ス ト リ ングの範囲を入力し ま
す。 応答ス ト リ ングがシリ アル・ ポート に接続さ れたデバイ ス から 受信さ れま す。

4. 保存 を ク リ ッ ク し ます。

TCPポー ト の構成

TCPポー ト の番号はデフ ォ ル ト 設定では7001 （シ リ アル ・ ポー ト 1用） か ら 始ま っ てお
り 、 こ の番号はコ ン ソール ・ サーバーがサポー ト する シ リ アル ・ ポー ト の数まで漸増的
に （1ずつ） 増加し ます。 例えば、 ACSコ ン ソ ール ・ サーバーにシ リ アル ・ ポー ト が8つ
あ る場合、 TCPポー ト の7001か ら7008までを使用し ます。 こ れ ら のポー ト がシ ス テム内
で既に使用されている場合、 デフ ォル ト 設定が重複し エ ラーが発生する可能性があ り ま
す。 こ の場合は、 シ リ アル ・ ポー ト 用のデフ ォル ト 設定のTCPベース ・ ポー ト を変更し
て く だ さい。
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デフ ォル ト 設定のTCPベース ・ ポー ト を変更するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → ポー ト  → TCPポー ト  を      
ク リ ッ ク し ます。

2. 新しいベース ・ ポー ト を該当する フ ィ ール ド に入力し ます。

3. 保存 を ク リ ッ ク し て、 変更内容をDSView 3サーバーのデータベースに保存し ます。

4. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

ACSコ ンソ ール・ サーバーのTCPと UDPポート の用途

DSView 3 ソ フ ト ウ ェ アのプ ラ グ イ ン と ACSコ ン ソール ・ サーバー と の間の通信は、 標準 
の接続ま たはプ ロ キ シ ・ サーバーを介 し て行われ ます。 ACS コ ン ソ ール ・ サーバーで
は、 SSH （セキ ュ ア ・ シ ェル ・ プ ロ ト コル） が使用 さ れます。 ポー ト 使用情報について
は、 「ACSコ ン ソール ・ サーバー通信ポー ト 」 の表を参照し て く だ さい。

セ ッ シ ョ ン設定の構成

「セ ッ シ ョ ン」 メ ニューからは以下のタ ス ク を実行でき ます ：

• ア ク テ ィ ブ ・ セ ッ シ ョ ン、 各ターゲ ッ ト ・ デバ イ スに ロ グ イ ン し てい る ユーザー、
およびそれらの接続期間の表示。

• ユーザー・ セッ ショ ンの終了およ びタ ーゲッ ト ・ デバイ ス から のそれら の接続解除。

• ユーザーが ロ グオ フ さ れ る ま でセ ッ シ ョ ン を ア イ ド ル状態に し ておけ る 最大秒数
（ア イ ド ル ・ タ イ ムア ウ ト ） の設定。  

• 複数ユーザーの設定 （全シ リ アル ・ ポー ト に対し て有効） の構成。

アク ティ ブ ・ セッ ショ ンをモニタ ーするまたはアイ ド ル・ タ イ ムアウト を設定するには：  

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → セ ッ シ ョ ン  → ア ク テ ィ      
ブ を ク リ ッ ク し ます。

2. ユーザー ・ セ ッ シ ョ ン を終了す る には、 タ ーゲ ッ ト ・ デバ イ ス の隣に付いてい る
チェ ッ ク ボ ッ ク ス を有効にし て、 接続解除 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

 表 12 ： ACSコ ン ソール ・ サーバー通信ポー ト  

ポー ト ID 詳細

TCP 3871 アボセン ト DS認証プロ ト コル （ADSAP2） 。 セ ッ シ ョ ン認証に使用。

TCP 1078 アボセン ト ・ シ リ アル ・ ビ ューア ・ ポー ト （プロキシ ・ モー ド） 。

TCP 4122 （デフ ォル ト ） SSHサーバー ・ ポー ト 。

TCP 4514 （デフ ォル ト ） データ ・ ログ ・ サーバー ・ ポー ト 。

UDP 3211 アボセン ト ・ イ ンス ト ール／検出プロ ト コル （AIDP） 。 IP構成に使用。

UDP 162 SNMP ト ラ ッ プ ・ ポー ト 。 ACSコ ン ソール ・ サーバー ・ ポー ト がSNMP ト ラ ッ プ

をDSViewソ フ ト ウェ ア ・ サーバーに送信するよ う に構成されている場合に使用。
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3. 要フ ラ ッ シュ  を ク リ ッ ク し ます。

4. ア イ ド ル ・ タ イ ムア ウ ト を設定するには、 セ ッ シ ョ ン → 設定 → シ リ アル を順に選     
択し ます。

5. 「ア イ ド ル ・ タ イ ムア ウ ト 」 フ ィ ール ド に、 値 （秒数） を入力し ます。

6. 保存 を ク リ ッ ク し て、 変更内容を DSView 3ソ フ ト ウ ェ アのデータ ベース に保存し   
ま す。

7. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

マルチユーザーの設定を構成するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで アプラ イ アン スの設定 → セ ッ シ ョ ン  → マルチ     
ユーザー を ク リ ッ ク し ます。

2. 複数のセ ッ シ ョ ンを有効にする  チェ ッ ク ボ ッ ク ス を有効にし ます。

3. 「 複数セッ ショ ンの設定」 のプルダウ ン・ メ ニュ ーから いずれかのオプショ ンを選択
し ま す。 利用可能なオプショ ンについては、 表4（ ページ 16） を参照し てく ださ い。

4. 「特権ユーザー」 フ ィ ール ド に、 マルチユーザー共有セ ッ シ ョ ンへのア ク セ ス権が
あ るユーザー名またはグループ名を入力し ます。

5. 「 メ ニ ュ ー ・ ホ ッ ト キ ー」 フ ィ ール ド に メ ニ ュ ーに ア ク セ ス す る た めの ホ ッ ト
キー ・ シーケン ス を入力し ます。 デフ ォル ト 設定は^Z (Ctrl-Z)になっています。

6. セ ッ シ ョ ン ・ ア ク セ ス をユーザーに通知する には、 「ユーザーに通知する」 チェ ッ
ク ボ ッ ク ス を有効にし ます。

7. ポー ト 共有セ ッ シ ョ ン中にモニ タ ーに表示 さ れ る デー タ の種類を構成す る には、
「スニフ ・ モード」 プルダウ ン ・ メ ニ ューからオプシ ョ ンを選択し て く だ さい。

8. 保存 を ク リ ッ ク し て、 変更内容をDSView 3サーバーのデータベースに保存し ます。

9. 要フラ ッ シュ  をク リ ッ ク し て、 変更内容を ACSコ ンソ ール・ サーバーのフラ ッ シュ ・  
メ モ リ ーに保存し ます。

ACSコ ン ソール ・ サーバーへの接続名の変更

「アプ ラ イ ア ン ス の接続」 ウ ィ ン ド ウ では、 接続パ ス の一部を なすACS コ ン ソ ール ・
サーバー、 ターゲ ッ ト ・ サーバーまたは電源管理装置の名前を変更でき ます。

ACSコ ン ソール ・ サーバー接続の名前を変更するには ：

1. サイ ド ・ ナビゲーシ ョ ン ・ バーで 接続 を ク リ ッ ク し ます。

2. 接続を ク リ ッ ク し て 「アプラ イ アン スの接続 － 名前の変更」 ページを開き ます。

3. 接続されている 1 つまたは複数のデバイ スに対する新しい名前を入力し ます。 名前の
自動プ ッ シ ュ 機能が有効にな っ てい る 状態で名前を変更す る と 、 設定 さ れてい る
プ ッ シ ュ ・ プ ロ パテ ィ に基づいて新 し い名前がACS コ ン ソ ール ・ サーバーにプ ッ
シ ュ されます。

4. 保存 を ク リ ッ ク し てから  閉じ る  を ク リ ッ ク し ます。
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